
32建設業界 2014.233 建設業界 2014.2

ま
た
、
こ
れ
ら
の
再
構
築
に
は
相
当
な
費
用
と
時
間
が

必
要
で
あ
り
、「
直
接
被
害
」
×
「
再
構
築
ま
で
の
時

間
」
で
示
さ
れ
る
損
失
量
は
多
大
な
も
の
と
な
る
。

　
住
ま
い
の
再
建
過
程
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
よ
る

と
、
災
害
発
生
時
点
で
公
的
機
関
が
利
用
で
き
る
空
間

の
広
さ
及
び
そ
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
方
策
に
よ
っ
て
大
き

く
規
定
さ
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

仮
設
住
宅
用
地
が
不
足
し
、
被
災
地
か
ら
離
れ
た
場
所

に
住
宅
団
地
を
配
置
し
た
結
果
、
被
災
者
と
地
域
再
建

の
間
に
溝
を
も
た
ら
す
事
例
や
、
仮
設
住
宅
か
ら
復
興

公
営
住
宅
へ
の
画
一
的
な
供
給
方
法
・
入
居
者
選
択
シ

ス
テ
ム
か
ら
、
一
連
の
再
建
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
被

災
者
の
移
転
負
担
や
近
隣
の
人
間
関
係
の
断
絶
、
新
た

な
環
境
へ
の
適
応
力
の
低
下
な
ど
を
生
み
、
そ
の
結
果

と
し
て
個
々
の
生
活
再
建
の
遅
れ
に
つ
な
が
る
こ
と
や
、

さ
ら
に
は
復
興
を
目
指
す
地
域
の
活
力
が
失
わ
れ
る
な

ど
の
事
例
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
災
害
に
対
応
す
る
側
の
立
場
で
見
て
み
る
と
、

自
治
体
に
と
っ
て
災
害
時
の
土
地
空
間
の
確
保
は
、
選

定
・
調
整
・
交
渉
な
ど
、
ど
れ
を
と
っ
て
も
負
担
の
大

き
い
業
務
と
な
る
。
多
く
の
場
合
、
こ
の
土
地
調
達
速

度
が
仮
住
ま
い
等
の
供
給
速
度
を
決
定
す
る
。
仮
住
ま

い
に
関
す
る
一
連
の
過
程
が
遅
れ
る
と
、
そ
の
分
人
々

の
生
活
再
建
が
遅
れ
、
そ
れ
は
地
域
再
建
自
体
を
困
難

し
防
ぐ
方
策
で
あ
る
。
準
備
の
空
間
と
は
、
公
園
・
公

共
施
設
の
配
置
な
ど
、
避
難
場
所
の
確
保
、
物
資
の
備

蓄
等
、
非
常
時
の
社
会
全
体
の
危
険
回
避
や
対
応
行
動

に
準
備
す
る
空
間
を
指
す
。
こ
れ
ま
で
の
災
害
対
策
計

画
で
は
、
こ
の
予
防
・
準
備
の
空
間
設
定
が
重
視
さ
れ

て
き
た
。

　
一
方
で
、
対
応
・
復
旧
・
復
興
の
空
間
も
存
在
す
る
。

被
災
者
が
一
時
的
に
生
活
を
行
う
避
難
所
、
外
部
支
援

拠
点
と
な
る
公
園
、災
害
廃
棄
物
の
一
次
保
管
場
所
、仮

設
住
宅
の
建
設
敷
地
、集
団
移
転
場
所
の
整
備
、復
興
公

営
住
宅
の
建
設
敷
地
な
ど
が
そ
れ
に
あ
た
る
。通
常
、こ

れ
ら
も
事
前
に
あ
る
程
度
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
残
念

な
が
ら
想
定
通
り
に
事
が
進
む
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

に
す
る
原
因
と
な
る
。
し
か
し
ス
ピ
ー
ド
を
優
先
さ
せ

す
ぎ
る
と
、
被
災
者
の
個
別
課
題
が
顕
在
化
す
る
。

　
こ
の
ス
ピ
ー
ド
と
き
め
細
や
か
な
対
応
の
バ
ラ
ン
ス

は
、
確
か
に
非
常
に
難
し
い
事
案
で
あ
る
が
、
ま
さ
に

そ
の
難
し
い
事
案
へ
の
対
策
が
遅
れ
、
災
害
の
度
に
繰

り
返
さ
れ
て
い
る
の
が
現
実
で
あ
り
、
そ
ろ
そ
ろ
こ
の

課
題
を
解
消
す
る
新
た
な
考
え
方
が
必
要
で
あ
る
。

　
以
上
か
ら
、
地
域
に
お
け
る
空
間
量
と
そ
の
配
置
が
、

被
害
防
止
対
策
だ
け
で
な
く
、
災
害
後
の
回
復
過
程
に

も
大
い
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
を
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
こ
と
の
重
要
性
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
災
害
対
応
に
利
用
で
き
る
空
間
量
は
、
官
民
の
通
常

活
動
の
中
で
当
然
日
々
変
化
す
る
。
そ
の
際
、
災
害
発

生
後
の
混
乱
を
最
小
化
す
る
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
、

日
常
か
ら
そ
の
量
・
位
置
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
特
に
空
間
分
布
は
、
災
害
後
の
地
域

再
建
シ
ナ
リ
オ
を
左
右
す
る
要
素
で
あ
る
。
こ
の
空
間

分
布
が
も
た
ら
す
災
害
対
応
課
題
に
対
し
て
は
、
ソ
フ

ト
の
計
画
面
で
考
慮
し
て
お
く
必
要
も
あ
る
。

　
さ
ら
に
日
常
の
空
間
利
用
・
開
発
行
為
に
お
い
て
、

あ
る
程
度
災
害
対
応
時
の
社
会
を
、
さ
ら
に
は
そ
の
後

に
再
建
さ
れ
る
地
域
像
を
見
据
え
、
あ
ら
か
じ
め
設

事
前
の
空
間
管
理
が
復
興
像
を
制
約
す
る

　
現
代
社
会
が
持
つ
災
害
被
害
の
不
確
定
性
を
考
え
る

と
、
被
害
発
生
量
を
完
全
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と

に
は
限
界
が
あ
り
、
被
害
発
生
後
の
社
会
状
況
の
混
乱

を
最
小
限
に
抑
え
、
復
旧
・
復
興
を
う
ま
く
成
し
遂
げ

て
い
く
力
、
つ
ま
り
「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
」
が
必
要
で
あ

る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
概
念

に
当
て
は
ま
る
の
が
、
対
応
・
復
旧
・
復
興
の
空
間
配

置
お
よ
び
空
間
利
用
方
法
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
特
に
、
災
害
被
害
に
よ
る
住
ま
い
の
大
量
滅
失
は
、

一
人
一
人
の
住
宅
と
し
て
の
機
能
だ
け
で
な
く
、
近
隣

関
係
、
さ
ら
に
は
地
域
活
動
そ
の
も
の
を
破
壊
す
る
。

住
ま
い
と
地
域
の
再
建
を
左
右
す
る「
空
間
」

計
・
配
置
す
る
よ
う
な
計
画
体
系
が
必
要
で
あ
る
。
こ

の
点
は
、
自
治
体
の
将
来
構
想
を
描
く
総
合
計
画
、
具

体
的
な
地
域
像
を
描
く
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
、
災
害

対
策
を
記
述
す
る
地
域
防
災
計
画
の
三
計
画
を
融
合
さ

せ
た
空
間
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
な
ど
が
現
実
的
な
取
り

組
み
と
な
ろ
う
。

　
日
本
社
会
は
今
後
人
口
減
少
時
代
へ
と
突
入
す
る
だ

ろ
う
。
地
域
社
会
は
、
成
長
的
拡
大
か
ら
持
続
、
縮
退

へ
と
ト
レ
ン
ド
を
変
化
さ
せ
つ
つ
あ
る
。
そ
の
潮
流
の

中
で
、
多
く
の
自
治
体
で
未
利
用
開
発
用
地
や
市
街
地

内
の
空
地
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
機
能
を
持
た
な
い

空
間
は
マ
イ
ナ
ス
評
価
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
防

災
・
減
災
の
面
か
ら
す
る
と
、
密
集
市
街
地
内
の
建
築

物
が
除
去
さ
れ
た
小
空
間
や
、
転
用
可
能
な
公
的
所
有

空
間
と
い
う
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
は
プ
ラ
ス
の
評
価
と
な
り

う
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
を
公
園
や
緑
地
と
し
て
、
あ
る

程
度
機
能
付
け
し
、
保
持
す
る
こ
と
は
、
自
治
体
単
位

の
防
災
・
減
災
力
と
し
て
評
価
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ

ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
徐
々
に
発
生
す
る
「
空
地
」
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
通
じ
て
、レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
高
い
都
市
構

造
を
模
索
す
る
こ
と
が
、
今
後
の
社
会
の
課
題
で
あ
り
、

実
は
巨
大
災
害
を
見
据
え
た
備
え
に
も
な
っ
て
い
く
。

人
口
減
少
時
代
を
機
会
と
捉
え
る

　
東
日
本
大
震
災
が
わ
が
国
の
災
害
対
策
に
示
し
た
警

鐘
は
数
多
く
あ
る
が
、
そ
の
一
つ
と
し
て
災
害
を
見
据

え
た
「
空
間
」
計
画
の
あ
り
方
が
あ
る
。
東
日
本
沿
岸

一
体
に
渡
る
超
広
域
災
害
、
集
落
や
産
業
基
盤
を
丸
ご

と
破
壊
し
た
市
町
村
レ
ベ
ル
の
超
激
甚
災
害
は
、
ま
さ

に
こ
の
課
題
を
具
現
化
し
、
ま
た
そ
の
課
題
が
突
き
つ

け
る
現
実
を
現
在
も
示
し
続
け
て
い
る
。

　
空
間
が
持
つ
防
災
・
減
災
上
の
機
能
は
、
主
に
予

防
・
準
備
と
対
応
・
復
旧
・
復
興
に
分
け
ら
れ
る
。
予

防
の
空
間
と
は
、
緑
地
・
道
路
に
よ
る
延
焼
遮
断
帯
や

堤
防
と
い
っ
た
土
木
構
造
物
な
ど
、
災
害
現
象
に
対
抗

「
対
応・復
旧・復
興
」の
空
間
機
能
と
は

災
害
に
対
す
る
空
間
対
応
力
を

備
え
た
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
社
会
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